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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文に関し、論文審査委員および公聴会出席者より、特定した指標菌の環境または生態系へ
の影響、嫌気的なメタン生成プロセスでの副産物、指標菌が河川に流れた際の希釈の影響、指標
菌としてのメタン菌の可能性、次世代シーケンサーを活用した意義、別の菌叢解析手法である
PCR-DGGE法での指標菌の検出などの質問がなされたが、いずれも著者から明確な回答があり、
質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、
本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
